
取組内容の概要

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

採択大学：東京芸術大学（強化を図る機能：②社会実装・イノベーション、③地域貢献）

連携大学：香川大学 参画大学：東京大学、東京医科歯科大学、東京工業大学



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

A

B

C

D

共創によるアウトカムA～Dの創出

各アウトカムの基盤となるアウトプットの創出

取組の持続･発展による

経営リソースの拡大

および基盤的な

教育研究環境への還元

社会的･経済的な

インパクトに係るエビデンスの

蓄積･精緻化

（他領域への波及）

本事業により

構築した運営体制の

恒常化･自走化および

その為の人材育成の促進

運営基盤とエビデンスの
確立による共創の持続・加速

(各アウトカムの安定的な拡大)

(2)アートを基軸とした取組に係る
社会的･経済的インパクトの評価

評価手法の開発､インパクトの総覧化(エビデンス集／ロジックモデル集) ､可視化･伝達

アートの本質的な価値・意義や
社会に与える影響の明確化・発信



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標 申請時点 ５年後 10年後

②③
Ⓐ地方自治体や民間企業等との連携による受託・共同研
究等件数および研究費受入額（リソース受入額）

142件/年
4.23億円/年

150件/年
6.35億円/年

166件/年
10.58億円/年

②③
Ⓑスタートアップ（大学発ベンチャー）または地域課題解決
型の新規事業創出数

2件(累積) 6件(累積) 14件(累積)

②③
©海外大学・機関等との連携による、地球規模の課題解
決に向けた国際的な共同研究等件数

3件/年 7件/年 15件/年

②③ Ⓓ寄附金受入額 3.6億円/年 4.8億円/年 6.0億円/年

※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③
本事業に関する拠点やコンソー
シアム等への参画機関等数

36機関 42機関 48機関 54機関 63機関 72機関 108機関

②③
アートと異分野とを繋ぐ人材の
育成・輩出数（累計）

100人 200人 500人 800人 1,800人 3,000人 10,000人

②③
本事業に関する拠点への専任
研究者（特定の事業等に紐
づかない教員）の配置数

10人 15人 20人 25人 25人 25人 25人

②③

本事業に係る拠点での研究に
参画する学部・研究科等の教
員が研究に専念できる時間の
確保の状況（大学の管理運
営等に係る業務量の申請時点
との比較での削減量)

- -5% -10% -15% -20% -25% -25%

②③

本事業に関する拠点への
URA・技術職員・起業支援専
門家・知財専門家等の研究支
援人材や産学官連携人材の
配置数

7人 12人 14人 16人 16人 16人 16人

研究体制／研究支援体制の強化、研究時間の確保、人材育成、産学官のコンソーシアム形成等を通じたアウトカムA～Dの創出・拡大基盤の構築



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

寄附金受入額 3.6億円/年 4.8億円/年 6.0億円/年

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

アートを基軸とした取組に
係る社会的・経済的イン
パクトの評価(手法の開
発を含む)に係る取組の
状況

文化芸術活動が有する効果・インパ
クトの評価について、一般的なロジッ
クモデルの形式による構造化や、医
学的・心理学的な手法等による測
定・記述を大学として開始している。

本事業による３類型の共創モデル構
築の過程で、各取組の効果・インパ
クトの評価が行われ、その一環として、
新たな評価手法および可視化・伝達
手法の開発が達成されている。

文化芸術活動が有する効果・インパ
クトの評価について、従来的な手法
および新たな評価手法の活用も含め
て様々なエビデンスが蓄積・公開され、
広く一般に参照されている。

※本指標は令和６年11月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

能動的なニーズ・シーズの
探索状況

大学全体として研究シーズの整理・
発信が一部行われ、社会のニーズを
把握する仕組みの整備については、
「共生社会をつくるアートコミュニケー
ション共創拠点」において実施されて
いる。

大学全体として、研究シーズが網羅
的に整理され、かつ、芸術分野の特
性を踏まえた社会一般に分かりやす
い形式で情報が発信されている。また、
社会のニーズを把握する仕組みにつ
いて、本事業における共創モデル構
築の実践・実証フィールドである丸の
内エリアおよび瀬戸内エリアにおいて、
持続可能なプラットフォームとその運
営の仕組み（運営モデル）が構築さ
れている。

社会のニーズを把握する仕組みにつ
いて、個別の拠点やプロジェクト等に
係る仕組みだけでなく、大学全体を
横断する持続的な共創システムとし
て整備されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地方自治体や民間企業
等との連携による受託・
共同研究等件数および
研究費受入額（リソース
受入額）

142件/年
4.23億円/年

150件/年
6.35億円/年

166件/年
10.58億円/年

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

能動的なマッチングの取
組状況

本学の研究シーズと他大学の研究
シーズとの掛け合わせや、社会のニー
ズと本学の研究シーズとのマッチングに
ついて、具体的な仕組みの設計を進
めている。

アートと科学・医学等の異分野との
融合を促進する取組として、研究
シーズ同士／研究者同士のマッチン
グを行う仕組みが構築されている。ま
た、本学が有する研究シーズと社会
のニーズとをマッチングし、社会実装を
志向する新規のプロジェクトの創出に
繋げていくプラットフォームが、本事業
における共創モデル構築の実践・実
証フィールドである丸の内エリアおよび
瀬戸内エリアにおいて、持続可能なプ
ラットフォームとその運営の仕組み
（運営モデル）が構築され、新規事
業やスタートアップが創出されている。

左記のマッチングの仕組みについて、
個別の拠点やプロジェクト等に係る仕
組みだけでなく、大学全体を横断す
る持続的な共創システムとして整備
されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

スタートアップ（大学発ベ
ンチャー）または地域課
題解決型の新規事業創
出数

2件(累積) 6件(累積) 14件(累積)

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外機関との能動的な
交流状況

世界29 カ国・地域の80機関と国際
交流協定を締結しているほか、
「Shared Campus」等の国際プラッ
トフォームにも参加し、主として教育
面での交流を実施している。

本事業において推進する、社会的課
題の解決やイノベーションの創出を志
向する、アートと科学・医学等の異分
野との融合に係る研究や、多文化共
生社会の実現に繋がる実践に、海
外機関も参画している（海外機関と
も連携している）。また、本事業の取
組に関する研究活動・成果が、国際
的にも普及・展開されている。

国際共同研究の創出を促すプラット
フォームが、個別の拠点やプロジェクト
等に係る仕組みだけでなく、大学全
体を横断する持続的な共創システム
として整備されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外大学・機関等との連
携による、地球規模の課
題解決に向けた国際的
な共同研究等件数

3件/年 7件/年 15件/年

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：地域課題解決に向けた取組に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

本事業に関する拠点やコ
ンソーシアム等における自
治体との交流状況

本事業におけるモデル開発の研究・
実証フィールドである丸の内エリアおよ
び瀬戸内エリアのそれぞれにおいて、
地域課題の解決に係るコンソーシア
ム形成の準備を進めている。

丸の内エリアおよび瀬戸内エリアの双
方おいてコンソーシアムが構築・運営
され、関連する自治体が当事者意
識をもって参加し、地域課題の解決
を促進する共創的なプラットフォーム
およびその持続可能な運営の仕組み
（運営モデル）が構築され、当該コ
ンソーシアムの機能によって、地域課
題の解決に係る政策的な取組が創
出されている。

左記の仕組みについて、個別の拠点
やプロジェクト等に係る取組としてだけ
でなく、他地域にも展開可能な共創
システムモデルとして確立されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

本事業に関する拠点やコ
ンソーシアム等への自治
体の参画数

10機関 22機関 22機関

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：経済効果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

本事業に関する拠点やコ
ンソーシアム等における民
間企業・地域NPO等との
交流状況

本事業におけるモデル開発の研究・
実証フィールドである丸の内エリアおよ
び瀬戸内エリアのそれぞれにおいて、
地域における経済効果に繋がるコン
ソーシアム形成の準備を進めている。

丸の内エリアおよび瀬戸内エリアの双
方おいてコンソーシアムが構築・運営
され、企業等が社会的・経済的な意
義・可能性を見出して参加し、地域
における経済効果の創出を促進する
共創的なプラットフォームおよびその持
続可能な運営の仕組み（運営モデ
ル）が構築され、当該コンソーシアム
の機能によって、新規事業やスタート
アップが創出されている。

左記の仕組みについて、個別の拠点
やプロジェクト等に係る取組としてだけ
でなく、他地域にも展開可能な共創
システムモデルとして確立されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

本事業に関する拠点やコ
ンソーシアム等への民間
企業・地域NPO等の参
画数

14機関 26機関 38機関

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


